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論文審査の結果の要旨

本論文は，発展途上国ネパールにおいて急速に成長するカトマンズ市について，我が国の地方中

枢都市である福岡市と比較し，両都市の都市環境および都市内移動動態の特性の把握とともに省エ

ネルギーを観点とする都市空間の区分，移動エネルギー消費量に影響する都市環境要素等を明らか

にしたものである．それにより，都市環境と都市内移動動態における両都市の共通点と相違点とを

明らかにするとともに，低環境負荷型都市としてのカトマンズ市の都市環境構築のための手法とタ

｝ゲット，およびそのエネルギー消費削減効果等が明らかとなった．これらの知見は，今後のカト

マンズ市の都市計画や発展途上国の都市計画に対する有益な示唆を与えるとともに都市計画学に関

する重要な知見を得たものとして，価値ある業績である．

よって，本論文は博士（工学）の学位に値するものと認める．


